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1，宇宙科学研究所で初めて行う

　　体験学習

　2002年晩夏 ， 宇宙科学研 究所 ・藤原研究室 の私の

部屋 に
， 同 じボ ス ドク の は しもと氏が や や 興奮気味に

尋 ね て 来 た ．夏休 み に国 立 天 文台 で 開催 された
“
君

が 天 文学者 に な る 4 日間
”
（通 称 ；君 天 ）［L2．3亅に 参加

して 大変感化され ，宇宙研 で も体験学習 を や りた い

とい う相 談 で あ っ た ．宇宙 研 に 研 究機 関研 究 員とし

て 赴任す る以 前，私 は 国立天文台 の 博上課程 の 学生

として ，君天 の 発足 か ら ス タ ッ フ として 参加 して お り，

同様の プ ロ グ ラム を宇宙研 で もで きない か と考 えて い

たの で，は しもと氏か らの 提案に意気投合した ．

　近年，体験学習が多 くの 研究施設や 大学等で行わ

れるようにな っ て きた．特 に 天文学 の 分野 で は，
一

般 を対象 とし た施設公 開，観望会 ，公 開講座 な どと

なら ん で ，パ ブ リッ ク・ア ウトリ
ーチ （Public　Outreach）

の
一
環 として ，特定の 年齢層を対象にした 参加型 ・

体験型 の学習プ ロ グ ラム が多数実施され て い る ［41．

また，航空 宇宙関係 の 分野 に お い て も，文部科学省

が 主催，財 団法 人
・
日本科学 技術振興 財団 によっ て

運営 され る 「サ イエ ン ス
・
キ ャ ン プ 」が，宇宙 開発 事

業団 と航空 宇宙技術研究 所 にお い て 数年前か ら行

われ て い る ［5】．こ れ ら の プ ロ グ ラ ム で は，高校 生 な

ど が 大 学 や 研究機 関 に 数 日間滞在 し， 仲間同士 で寝

食 を共 に し な が ら学習す る と い っ た ，研究機 関滞在

型 の 体験 学習 が 実施 さ れ て い る．し か し，そ うした

体験学習 の 内容 を見 て み る と，講義 を聞 く，施 設 を

見学す る ，答えの 用意 され た実験 に 取 り組 む，など

とい っ た 受動的 な ス タイル であるもの が多い ．体験

学習を主催する 測 として は，参加者全員が ア想通 り

の 結果 に落ち着 き，かつ それな りの 満足が得 られ る

受動的体験学習を開催する の が 無難で あ ろ う．しか

し ，
こ の ような ス タイル は ， 参加者 の 能力を抑制 して

お り， 自らが
”
考え ・作 る

”
とい う本来の 体験学習が

持 つ 醍醐 味 とも言 え る 部分 が 欠 落 して しまい
， 参加

者 が 決 まっ た 枠 の 外 に 出 る こ とが で きな い とい う問

題 が あ る．

　
一・
方 ， 国立 天 文台 で 1999 年か ら毎年開催され て

い る 君天 で は ，参加者 自らが 研 究課 題 を設 定す る と

い う，他 の 体験学 習 に 見 られな い ユ ニ ークな手法 を

とり入 れ て い る ．ど ん な結 果 が 出 て くる か 指 導して

い る側 に も分か ら な い ，そ ん なわくわくす る 気持 ち

に させ て くれ る能動的体験学習 を宇宙研 で もや っ て

み た い ．そ れ が
“
君が作 る宇宙 ミッ シ ョ ン

’冒
〔通称； き

み っ しょ ん）の 出発 点 で あ っ た．

2 ．
“

きみ っ し ょ ん
”

の 立ち上げ

　 9月下 旬，我 々 は まず宇宙科学研 究所 ・広報 委員

の 小 山孝
一

郎教授 と相談をしなが ら，体験学 習 の 目

的，テー
マ ，参加対象，参加人数，募集方法，対 応 ス

タ ッ フ
， 開催時期 とス ケ ジ ュ

ール ，必 要経 費な ど の 具

体的 な 内容を詰 め て い き，10月 25日の 広報委員会 に

体験 学習実施 の 提 案をお こ な っ た ．こ こ で ，広報委

員会・委員長 の 的川泰宣教授 は，宇宙科学研究所 で

体験学習を行う趣 旨と意義に大 い に 賛同 して くだ さ

り， 全 面的 なバ ッ ク ア ッ プ を 約束 して くれ た．そ して

1 宇宙科学研 究所 ・惑 星研 究系

日本学術振 興会海外特 別 研 究員〔チ ェコ 共和 国科 学 ア カ デ ミ
ー

天 文学研究所．2003年 9 月〜
）

2 東 京大学 気 候 シ ス テ ム 研 究 セ ン タ
ー
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宇宙研 t催の 体験学 習 の 提案言琴を 【0 月末まで に ま

とめ，11 月の 主幹 会議で 承認され て 実施が 正式に 決

定 し た．

　広 報委員会 の メ ン バ ーの 中 に ，EI頃か ら宇宙｛冴主

催 の 体験学 習 を 実現 し た い と 熱 望 して い た 的 川 先

生 ・小 山先生 の い た こ とが ，今回の ボ トム ・ア ッ プ提

案 の 実 現 を 強 力に 後押 しす る こ とに な っ た ．また ，

期せず して 宇 宙科学 研 究所．宇宙開 発 事業団、航空

宇宙技術 研究所 の
’i．：宙 3 機 関統 合 を 1年後 に控え ，

宇宙 研 が 体験 学 習 を自由 な 枠 組 み で ス タートさ せ る

最 後の チ ャ ン ス で もあ っ た こ とも．今 回 の 提 案 が 短

期間 で 受け入れ ら れ，実行 で きた 要 因 の つ で あ っ

たか もしれ な い ．

　 ともあ れ ，第 1 回 ・体験学習は 開催時期を年度内

の 春休み （3 月28Lk 金 ）
〜31U 〔月）の 3 泊 4 日）に定め

て ，い よ い よ 本格的 な取 り組み へ と進 ん だ．対象 は

高校 生 ‘相 当年齢を含む ）とし，参加 者数 は宇宙研 内

の 宿泊施設の容 量や 参加者に 対応す る ス タ ッ フ の 人

数などを考慮 して 2〔1名に 絞る こ ととし た ．参加希望

者 に は
一’
私が 作る宇宙 ミッ シ ョ ン

tt
を テー

マ に 自分が

作 っ て みた い 宇宙 ミ ッ シ ョ ン に つ い て 120〔〕字程度の

作文を書い そ篭らい ，応 募多 数 の 場合 に は 審査 に よ

っ て 参加者 を選 ぶ こ とが決定 された．そして 且2 月 19

日に宇宙研か ら全国 の 轍道機関ヘ ア ナ ウ ン ス が 行わ

れ ， 参加者の 募集が 始まっ た．

3 ． ス タ ッ フ の苦悩

　12月 24 日に は 宇 宙研所内 の 学 生 ・ボ ス ドク ・
常勤

ス タッ フ を対象に ス タ ッ フ 募 集の た め の 説 明会 を 開

催 した ．所 内 の 多 くの 方 々 の 協力 を仰 ぐ体制 は 整 い

つ つ あ っ た が ，現 場 で 高校 生 の 指導 に あ た る ス タ ッ

フ は なか なか集 まらず，君大 の ス タ ッ フ 経験 者 を通

して 所 外 に もス タッ フ の 募 集を呼 び 掛け た．助 手ク

ラ ス の ス タッ フ の 方 々 に は 要所 で 多大な協力 を頂 い

たが，業務 として 複数 の ミッ シ ョ ン に 関わ る 宇宙研 の

常勤 ．ス タ ッ フ が 体験学習 に 深 く関 与す る こ とは 現 実

日 本惑 母科学会誌 Vol．　t　2．NL）、32 ｛｝〔，3

的に は 難しく（本来 は
ー
｝モ催研 究機関 の 常勤 ス タ ッ フ が

中心 とな る べ きで あ る が ），プ ロ 研究 者 の た まご で あ

る 大学 院生 や ボ ス ドク研究員が 現場で 高校 生 の 対応

を行うこ とに なっ た ．そ して 最終的に は 理学 ・1二学

の 双 万の 分野 か ら 20 数名 の ス タ ッ フ が 集結 した （全

体 の 約 3分 の 1の 人材 は 宇宙研 外か らの 熱心 な助 っ

人で あ っ た ），

　現場で 高校 生 に 張 り付 くス タッ フ
“
人
”
の H処が つ く

と，次 は 体験学 習 の 中 身 で あ る
’‘
サ イエ ン ズ ど 物

ny

に つ い て の 議論が 始 まっ た ．
圏’
サ イエ ンズ

’
とは 高校生

に 取 り組 ま せ る研 究 内容 の こ と，
L

物
”
は 研 究活動 に

お い て 利用す る実験 ・
観測施設 で あ る．高校 生 に 科

学的な刺激を 与え，科 学 の 楽 し さを伝える に は，ど の

よ うな設備を提供 し，どの よ うな取 り組 み をさ せ る の

が よい か．毎週木曜 の 夕方 に 開か れ た ス タ ッ フ ・ミー

テ ィン グ だけ で なく，メ
ーリン グ ・リス ト上 で も開催直前

まで侃 々 謁 々 の 議論が繰り広げられ た．

　国 ・乞天文 台 で 行 っ て い る君天 （天 文学）の 場合 ，サ

イエ ン ス へ の ア プ ロ ーチは比較的 明解に 示され る．

天文台にあ る 望遠鏡 と撮 像 ・分光装置 を使 っ て観測

す るこ とが ，前提とな っ て い る からだ （悪天 の 場合 は，
nr・め用意 され て い る 天体デ ータベ ー

ス など を利用す

る ）．参加者 は 与えられ た 条件（口径 50cm 望遠鏡，東

京の 空，観測時間など）の 下 で ， 各班 で 決めた サ イエ

ン ス 凵標 を達成で きるような観測計 画（プ ロ ポーザ ル ）

を作成する．そして実際にデ
ー

タを取得
・
解析 して 結

果を吟味 する．宇宙とい うダイナ ミッ ク・レ ン ジ の 広 い

サ イエ ン ス の 宝庫に ， 望遠鏡とい う単・一
の 装置を通 し

て ア プ ロ ーチ で きるの が天文学 の 利点 である．

　
一
方，宇宙研 が 行 う

tL
きみ っ しょ ん

ny

で は どの よう

な 取 り組 み が 1丁能 か．科学衛 星 ・探査機 の 打 ち Lげ

技 術 と宇 宙科学 に 関 わ る 研 究 開 発 の 拠 点 で あ る 宇

宙科学研 究所 の 特色は 埋 学 と ：匚学 の 融合 で あ ろ う．

ロ ケッ ト，科学衛墨 ・探 査機．気球な ど の 飛翔体 ミッ

シ ョ ン は ，機器開発や軌道設計 と科学的観測 の 協力

で 成 り立 っ て い る．し か し，宇宙科学
・
宇宙 工学 は

余 りに も多岐 に渡 る た め ，な か なか 君天 の ような シ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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ン プ ル で 明解 な ア ブ V 一
チ を示す こ と が 難 し い ，特

に 今回 は ，宇宙科学研究所 の 特色 を前面 に 出 して 開

催 して 欲 しい とい う宇宙研 L層部か らの 要請もあ り，
」
物

”
に 関して の 議論で 難航 し た ，レ

ー
ル ガ ン や ロ ー

バ などの宇宙研 の 設備を用 い た実験，探査機搭 載機

器や それ らの 要素技 術 を利用 した 基礎実験な ど の

案も出されたが，何れ も当 EIまで の 準備期聞 が 短 く

ス タ ッ フ の 負担が大 きい こ となどを理 由 に して，採用

に は 至らなか っ た．

　こうして ，きみ っ しょ ん 開催 直前まで暗中模索を呈

した指導方針で ある が ，最終的には 「目的 の 設定か

ら手段 まで 参加者が 調査 ・議論 して ， 白らの ミッ シ ョ

ン を創 り．ヒげ る
’」
ミッ シ ョ ン設計

〒1
」とい う方向で決着

させ るこ ととなっ た ．しか しな が ら，研究過程そ の も

の を重視 して 研究者が 普段行 うような科学の ア プ ロ

ーチ を体験 させるとい う明確 な基 本方針 とは 裏腹

に，こ の 指導方針か らは実際 に取 り組む内容が具体

的 に 見えて こ な い ．そ の た め ，基本方針が定 まっ た

後 に も ， 日で 見て わ か る 明解 な結 果が 出せ るような

テ
ー

マ を準備す べ きで あ る との 意見が 一
部 の ス タッ

フ に よ っ て 根 強 く主 張 され た．体験学習に携わ り高

校生 の 実力 を 実体験 して い た数名の ス タッ フ に迷 い

は な か っ た が ，そ れ 以 外 の ス タ ッ フ は 体験学習当日

を期待 と不安の 中で 迎 え る こ ととな っ た の で あ る．

　
一

方，
L
物

1冒
に 関 して は ，

“
サ イエ ン ズ

’
が 1二述 の よ

うに 決着 した こ とを受け て ，
パ ソ コ ン を用 意する に留

まる こ ととな っ た．参加す る 高校生 が どの ような取 り

紐 み をする か は 分か ら な い が，2 人 に 1台 の 割合 で

パ ソ コ ン と解析 ・計 算用 の 基本 ソ フ トウ ェ ア ーを準備

した ．また，学年 ・学区間の履修差を埋 め る 凵的 で ，

株式会社 ・啓 林館 か ら無償提供 して 頂 い た 地 学 IB

の教科書を参加者全員に 事前配布 し，予習 ・復習 を

行 うように 促した ．

4 ． 高校生を侮る無かれ

1月末締 め切 りで 集まっ た 応募者 の 中 か ら選抜 さ

167

れ た 全 国 13都府県 の 高校生 2〔｝名（男 16，女 4，高

1；10人 高 2；7人 高 33 人 ）が ，字宙科学研 究所 ・柑

模原 キ ャ ン パ ス に 集 まり， 3月28日か ら4日間 に 及 ぶ 体

験学習 の 幕 が 開け た ．表 1に 4冂間 の 日程を示す．今

回 は参加 者 に 宇宙 工 学 と探査 （太陽系直接探査 と地

球周 りか らの 探査）の 基礎を 共有 して もらうた め ， 以 下

の 3つ の 講義 〔各1−5時 間）を 3 日間 に 渡 っ て 実施 した ．

　講義  「ロ ケ ッ トとの 通信と衛星 診断 シス テム 」

　　　　 講師 ：橋 本 正之 先生

　講義（ii）「太陽系科学探査特論」

　　　　　講師 ：矢野 創 先生

　講義（iii）「飛翔体天文学特 論」

　　　　　講師 ：井 ヒ
．一一

先生

　初 日は ，宇宙研施設 の 見学 と講義（i＞を行 っ た後 ，

参加者 同士 の 交 流を促す ように懇親会を設けた．

面

1

2

3

要  　鬘

昼

食灘
　・广．…

樗…

「口・…・…
躪
濫

聯

貢

タ

食

タ

食

・ 鬱 「
　 　 　 3　　　tO　　 12　　 14 　　 tβ　　 t8　　 20　　 2e　　 2‘

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 岡岡

表 1　 君 が作 る宇宙 ミ ッ シ ョ ン の タ イ ム ・テ ー
ブ ル

　懇親 会後，高校生 は 4人 か ら な る 5つ の 班 に分 か

れ て ，さっ そ く作業 を開始 ．最初 に や る べ きこ とは ，

キ ャ プ テ ン （班長），班名 ， そして 研究 テ ーマ の 決定で

あ る．参加 者 の 班 分け は ，参加者 の 興味をア ン ケ
ー

ト調査 した 結果 に 基 づ い て ，あらか じめ ス タ ッ フ が

お こ な っ て い る．彼 ・彼女 ら が 設 定 した 班 名 とテ ー

マ は 次 の ような もの と なっ た．

　（A ）クリオネ計 画班 （エ ウ ロ バ 生 命探査｝

　（B｝黄身 っ しょん 班 （彗星内部と放出 ダ ス トの 探査）

　（C〕マ
ーズ エ クス プ ロ ー

ラ
ー
珊 有人火星探査）

N 工工
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　（D）キ ョ ロ ち ゃ ん s1班（火星 テ ラ フ ォ ーミン グ ）

　（tt）ル ナ シ ャ トル 班 （有 人探査船 を使 っ た 月探査 ）

　何 れ の 班 も最前線 の 科学 r牒 を掲げ て お り，こ れ

か ら 始 まる ミッ シ ョ ン 設計 に 大 きな 期待が 持 た れ た．

学 部生 6名，大 学 院 生 g 名（修 1課 程 7名， 博 t：課租 2

名D，ボス ドク 6 名，助 手 1名 の 総勢22 名 の ス タ ッ フ が

各班 に 配属 され た が ，基本的 に ス タ ッ フ の 鯏か ら直

接解答 を示 すような指導 は 行わず，問題 は 高校 生 自

身 に 解決 させ る よ うに した ．

　高校 生 は お 互 い に 議論 し合 っ て ，各班 の 対 象天体

に お け る 未解明サ イエ ンス の 論文調 査を図 、肄館や イ

ン ターネッ トを使 っ て 進 め て い っ た ．英語 論文を読 み

漁 る高校生 ，探査 機 の 設計 図を描 く高校生 ，探査 手

法 や搭 載機 器などの 独 自の ア イデ ア をまとめて い く高

校 生．準ホ
ー

マ ン 軌 道を議論す る 高校 生 ，運動 エ ネ

ル ギ ーを計算する高校生，CG を作る高校生．　 H標に

向か っ て貪欲に探求する姿勢は ，ス タッ フの 疲労とは

対照的 に 時間 を忘 れて 益 々加 速 して い っ た．ミッ シ ョ

ン の 実現 可能性 を評価するため の 物理 ・i二学的 な計

算 を行 い ，自らが設定 した ゴー
ル へ 向 け て ミッ シ ョ ン

を創り上 げて い くた くましい 様 子は ．ス タ ッ フ が 始 まる

前に 感じて い た 不安を
一一
気に 吹 き飛ば して くれ た．2

日目の 睡 眠時間 は 3時 間 ， 3 断 1は 徹夜 で の 作業とな

り，不夜城 と化 した会場は 斗日目午前中の 研究 発表会

へ 向け て，知 力と体 jJの 勝負の 場 となっ て い た ．こ の

寝ずの 作業は ス タ ッ フ が 強制し たもの で は なく，高校

生 らの 自主性に 全 て任せ た結果 で ある，

　最終日になり，各班が創 り．ヒげた ミッ シ ョ ン の 集大

成 を発表 す る 時 間 とな っ た ，ほ とん ど の 高校 生 は．

初 め て 行 うプ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン で あ っ た と思 わ れ る

が ，OHP や パ ワ
ーポ イン トを駆使 して 一i：夫 を凝 ら し

た 発表 をお こ なっ た ．4 人の 班 員 が ミッ シ ョ ン 達 成 の

た め の 各要素を分担 し，協調 し合 い な が ら ゴ ール を

目指すとい う姿勢は，本物 の ミ ッ シ ョ ン で の 取 り組 み

方に通ず る ，研究 発表会 に参加 され た 宇宙研 の 先

生方か ら も， 研 究者 として の 率直な質問 や 意 鳬が 飛

び 交 うほ ど，高校 生 らの 発 表内容 は レ ベ ル の 高 い も

［i本惑畢科学会誌V 亀〕1，12．N 匙），32 ‘M〕3

の で あり，発 表会 だ け を 見 学 し た先生方は 大変驚愕

して い た．きみ っ し ょ ん 参加当初 は 考える 前に 何で

も質問 して きた 高校生 が ，煙 い 期 間 で 自ら 考 え答 え

を探すよ うに な り，い つ の 間 に か ス タ ッ フ か ら独 りiZ

ち して い く様 r一が 手 に 取 る よ うに 感 じら れ た ．高校

生 は 大 きな能力 を秘めて お り，指導方法次 第で 大き

く成 長す る ！ 最終 H の 研 究発表会で 輝く姿を見て ，

ス タッ フ
ー
同 も大きな充実感を感じ る こ とが で きた．

　 こ の ように非常に ハ
ードな ス ケ ジ ュ

ー
ル の 4 目間で

あっ た が ，食事や休憩な ど に気を配 る こ とに より，参

加 者 は 全員，怪我 や 体調不良 もなく無事に体験学習

を終える こ とが で きた．発表だ け で なく作業 に 取 り

組 む様子などを見るに，ミッ シ ョ ン 設計 とい う宇宙研

の 特色を活か した 課題 を通 して 高校 生 は サ イエ ン ス

に対する 取 り組 み 方を感 じ取 っ て もらえた の で は な

い か と思 う．
’i’t　「m研に滞在 して の 体験学習は 4 日間

で 終 了したが，こ れ で 研究が 完結 した訳で は な い ．

大学生未満 の 発表 の 場 で あ る日本天 文学会 の 「ジ ュ

ニ ア ・セ ッ シ ョ ン 」L41などで の 研究発表 を目標に，体

験学 習終 了後 も更に研究 を継続す る よう参加者 を促

す べ く，高校生 が 調 べ た 全 て の文献資料や 発表資料

をまとめ た CDROM の 配布 なども行っ た．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Planetary 　Soienoes

君が作る 字宙 ミ ッ シ ョ ン 2003／ 阿 部 ・は しもと 169

5 ． ア ン ケー ト調査結果

5．1　プ ロ グラ ム の 評価

　参加者が体験学習をどの ように 評価 して い る かに

つ い て 調 べ る た め ， プ ロ グ ラ ム 終了後に参加者全員

に ア ン ケ
ー

ト用紙 を配付 して 無記名 で 回答 して もら

っ た ．まず，プ ロ グ ラ ム の 全体 に対す る 総合評価 ，関

心 度，難易度の 3 項 日か ら 見て い くこ とに す る （図 4）．

こ れ ら は 全 て 5 段階評 定法 で 評価 して もら っ た ．総

合評価 は 数 が 大 きい ほ ど満足 度が 高 い こ と を 示 し，

関心 度 と難易度 は それ ぞれ数 が 大 きい ほ ど関 心 が

高 い ・難 しい こ とを示す．結果 を見 て 驚 い た こ とは ，

プ ロ グ ラ ム の 総 合 評価が 非常に 高か っ た こ と で あ

る．無記 名で の 回答な の で 評価 を大 きく歪め る よ う

な 圧 力が か か っ て い た と は 考 え難 い の だ が 1 素直に

受 け入れ る こ とが躊躇 さ れ る ほ ど の 高評 価で ある ．
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プ ロ グ ラム を企画 ・運営 した もの として ，プ ロ グ ラ ム

の 内容 に つ い て はあ る程 度 の 自信 を持 っ て は い た

が ，こ こ まで の 高 い 評価が もらえるとは全 く予想外 で

あっ た．

　プ ロ グ ラ ム を構成す る 各要素に つ い て そ の 関心 度

と難易度を見て み る と，見学 ・講義と い っ た受動的

な内容 の もの で 難易度が 低 くな っ て い る の に 対 し．

参加者 が 能動的 に 取 り組 まなければ なら ない 実習的

な 内容 の もの で は 難易度 が 高くな っ て い る こ とが 分

か る ．す べ て 自分 で 考え る
， 自分 で 決 め る

， 自分で

行動 す る，と い っ た 本 プ ロ グ ラ ム の 実 習 は，普段 の

学 校生活 で 経 験する 機会 の 少 な い 種類 の もの で あ

り，；参加者に 難 しく感 じられ た の か もしれ な い ．しか

し，実習 は 難易度だ け で なく関心度 も高 く，参加 者

が その 難しさの なかに面白さも．見い 出して い た こ と

が推察され る．
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　またプ ロ グ ラム の構成 に 関 して は ，溝義と実習 の 割

合 に つ い て の 質問をおこ な っ た （図 5）．今 回 の プ ロ グ

ラ ム で は 実習 を重視 して、講義は 3 コ マ （4．5時間 ｝に

ll本惑 星科学 会誌 Vo］．［2．r　 t），3．2（）1）3

留め ，25 時間以 ．ヒを実習に割 り当 て るようにした．し

か しな が らア ン ケー
トの 結果 で は ，もっ と実習 を増 や

して 欲 しい との 声が 過 半数 を越 え た ．自由記述調査

で も， 実習時間の 不足を指摘する 回答が 複数見 られ，

もっ と研 究 した い と希望する 参加 者が 多か っ たと推

察 され る．参加 者が もっ と研究 した い とい う気持 ち に

なっ て い る こ とは ，別 の 質問 に 対す る 回 答からも伺う

こ とが で きる ．「今回 の プ ロ グ ラム で取 り組 んだ内容

に 引 き続 き取 り組ん で い きた い ですか ？」とい う質問

に 対して は，20 名中 IS名が 「是非やりた い 」と回答 し

た ，実際 に ， 天文学会の ジ ュ ニ ア ・セ ッ シ ョ ン で の 発

表 を目指 し研究活動を継続 して い る班もある，本 プ

ロ グ ラ ム に 参加 するこ とで
， 研 究を始め る切掛け を掴

む こ と の で きた 参加 者が い た こ とは
，
こ の プ ロ グ ラム

の 大 きな 成果 の
一つ と考 えて い る．

　最後 に，宇宙開発 事業団 で お こ な わ れ て い る サ イ

エ ン ス
・キ ャ ン プ と 比べ た場 合 の 評価 に つ い て も，こ

12

10

8

霎　 6

4

2

o
もっ と寞 習を 　バ ラ ン ス が 　 も っ と圏麗を

増や して 　 　 とれ て い る　　 増 や して

　 欲 しい 　　　　　　　　　　 欲 しい

図 5 参 加高校生 に 対 す るプ ロ グ ラ ム の 構成 に 関 す る ア ン ケ

　 　 ート結 果．

こ に 記 して お きた い ．そ もそ もサ イ エ ン ス
・
キ ャ ン プ

と本 プ ロ グ ラ ム を比
．
較す る こ とは 考え て い な か っ た

の で ，そ の よ うな質問 は お こ な っ て い なか っ た の で

あ る が ，偶然 に も 2 名 の 参加者 が libj方の プ ロ グ ラ ム

に 参加 して お り，そ の 比 較 を回答 して くれた の で 全
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文 を こ こ に 引 用 す る ．わず か 2名の 阿 答で ある が ，

い ず れ も本 プ ロ グ ラ ム をサ イエ ン ス ・キ ャ ン プ より高

く評価 する もの と な っ て い る こ 「自分 は サ イエ ン ス ・キ

ャ ン プに も参加 した ん で す が ，きみ っ しょ ん の 方がだ

ん ぜ ん ハ ードス ケ ジ ュ
ール ＆ や りが い が あ りました 」，

「か なり開放的 で ，サ イエ ン ス
・キ ャ ン プ よりも現場 の

人 と の か か わり合 い が 多く，とて もあ た た か み が あ

っ た 」．

5．2　宇宙科学に 対 するイ メ
ー

ジ の変化

　プ ロ グ ラム に 参加する こ と に よ っ て ，宇宙科学 や 科

学者 に対す る イメ
ージ が どう変化 したか に つ い て ，

自由記述式 で 回筈 して もら っ た ．

（1）宇宙科学 の イメージは ？

　 こ こ で は 学 問に対す る イメージ の 変化 を質問した

つ もりで あ っ たが，過 半数 を越 え る 回答が 学問 より

研 究 者に つ い て触 れ る 内容 の もの とな っ て い た．4

日間張 り付い て面倒をみ た ス タ ッ フ との 交流 を通 し

て 科学者 の 人間的 な部分に触れ る こ とが で き，そ の

こ とが 大きな印象を残 したためと思わ れ る．回答は

全般的 に 好意的 で 1「研究者同一i：との 関係 が お もし ろ

そ うだ っ た 」，「あ っ とホーム な雰囲気 ， 良 い 人た ち

ばか りだ っ た 」，「裏 の ス タ ッ フ の 姿 を見 て 大変 だと

思 っ た」， 「研究者は お カ タイイメー
ジがあ っ たがみ ん

なお もしろ い 人達だ っ た 」，「すご くOPEN な面 白い

人 が い っ ぱ い い る」などとな っ て い る．

　学問 に 対 す る イメージ に つ い て は ；「よ り具体的に

わ か っ た 」，「前は 意 味 さっ ぱ りな こ と をや っ て る よ う

に 思え た け ど，近 くな っ た 」，「サ イエ ン ス とテ クノロ ジ

ーを 両 ・ヒして 考え る とこ ろ が 印象的 だ っ た 」， 「数式

が す ご い 」，「とて も広 い 分野 の 学 問が 必 要 だ と 感 じ

る」な ど．よ り分か っ た気 に な っ た とい う類 の 回 答 が

大多数 を占 め た ，．．・
方，「細か い 所 まで 知 っ た ．宇

宙科学 は 一
体何か分か っ た ような分か らな い ような」

とい う正 直な回答 もあ っ た．

　また，体験学習を主催した 宇宙科学研究所 につ い

17 且

て は ；「宇宙研 は 町 」二場 の ようだ」， 「宇宙科学の 何で

も屋 の 研究所 だと思 っ た」， 「意外に 小 さ い 研 究所や

っ た 」，「デ カ イ組織」などの 回答があ っ た．よい イメ

ージ な の か悪 い イメージ な の か，に わか に は 判断し

づ ら い もの が あ る が，い ずれ にせ よ宇宙研 をそ れ な

りに 正 しく認識した 回答で あ る ように思 う．

（2）宇 宙 科 学者 に な りた い とい う気持 ち は 変 化 し

　 た か ？

　回答 して くれた 16名の うち 12名は，宇宙科学者 に

な りた い とい う気 持 ちが 以前 よ りも強くな っ た と 回答

した ．2 名に つ い て は ；「少 しなりた い と思 っ た けど，

徹夜 は 疲 れ る」，「夜が 弱 い 自分 をな ん とか変えない

とや りが い の ある ことは で きない 気が した」と，
ハ ード

な研 究生活 の
・
面に つ い て 触 れ て おり，

こ こ か らもプ

ロ グ ラム が過密 な ス ケ ジュ
ール とな っ て い た こ とが推

察され る．また残 りの 2 名に つ い て は ；「宇宙科学 より

宇宙工 学 の 方が 向 い て い る と思 っ た」，「科学 と 工 学

の 関係 が わ か っ た」と，それ ぞ れ 進 路 に つ い て有意

義 な情報 を得る ことが で きた こ とを述 べ て い る．

6 ． 体験学習は体験させる側の育
　　成で もある

　短期問 で は あっ たが ，参加 した高校生 が 目を見張

る 成長を遂げ た こ とは 事実で あ る．そして ，携 っ た指

導者も大きく変わ っ た ．この 体験学習 を通 して，携わ

っ た学生 ス タッ フ の多くが ，研 究に対する取り組み や ，

自分 の 研究 内容 の 視野 を広げ るような刺激を高校生

か ら受け て い た．そして ，ス タッ フ 自身も研 究 の 楽 し

さを再確 認 し， 高校生が創 り上 げ て い くミッ ショ ン に

熱中する ことが で きた の で あ る．また ，主導権を高校

生 に 持 た せ つ つ ，3泊 4 日（実質 2口）の 短期間で 如何

に 最終日の 研究 発表会へ 収 束させ る か と い う難 しさ

を体験す るこ とで ，体験 させ る 側の ス タッ フ も大 きく育

成 され た の は 事実で あ る．

　今回参加 した 高校生 は ，学 年 や 学校 に よ っ て 地学
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や 数学 の 履修率が 大きく異なり，支援 す る ス タッ フ も，

彼 ・彼 女 らの 指導 に手 を 焼 い た 部分 もあ っ た ．また ，

1
．
：業高校 や 高等專門学校 か らの 参加 者 は ，エ ン ジ ン

や V 一バ な ど の
．
1：学 に 関す る体験学習を欲して い た

が ，今 回 は 残 念 な が ら実 物 を 使 っ た 対 応 を行 うこ と

が で きな か っ た ．こ れ らは 今後 の 課題 で あ ろ う（原稿

執筆時 の 7 月に は 2003 年 8月の 第 2 回 1用催 に 向 け た

準備が進め られて い る 1
’
61）．

　また ，ス タ ッ フ 側 の 問題 として は 専門知識の 不足 を

指摘 しなけ れ ば なら ない ，勉 強不 足 ，尊門 科L［の 未

履修，専門分野 と異なる などの 理由 で ，軌道 ⊥：学 （ケ

プ ラ
ー運動他）や ロ ケ ッ ト：［学（ツ ィオル コ フ ス キーの 公

式 や 比推 力他 ）など宇宙 1：学 の 基礎や大学教養程度

の 物理 を知らな い （あるい は ，忘れ て い る）ス タッ フ が

多 数見受けられた．参加 者に サ イエ ン ス の 素晴 らしさ

を伝え るた め の 指導者 の 育成も重要な課題 で あ る．

そして ，サ イエ ン ス の 醍醐味を伝える教育者もまた，

知 の 最前線に い なけ れ ばならない とい うこ とも忘れて

は ならな い ．また，第 ［闘 に 参加 した高 佼生 からは、

大学 に 進学 し今度 は 指導 者 として 第 2 回きみ っ しょ ん

に参加 す る学 生 も現 れ た ．こ の ことは ，プ ロ グ ラム が

参加者 に とっ て魅力的な もの で あ っ た ことを物語 る 何

よりの 証拠 で あ る．きみ っ し ょん 卒業生 が 自身の経験

をノkか して．更 に 魅 力的なプ ロ グ ラ ム 作 りを行 うよう

な指導者 へ 成長 し，i［］：代交代 が うまく進 んで い くこ と

を願 い た い ，

　第 1回 は
幽ト
君が 作 る宇宙ミッ シ ョ ン

tt
とい う枠組み の

中 で，サ イエ ン ス の 目標 を考え，そ れ を評価 ・達成 す

る手段 を見 つ け出す とい う内容 で 実施 され た ，結 果

的に 大 きな成功を遂げ た が ，．一ノ∫で ．今 回の ような取

り組 ませ 方が 最 良 か 否 か に つ い て は ，まだ議論 の 余

地 が あ る，
”
自ら 考 え ・作 る

t一
高校生 制体 の 体験学 習

は．研究 ・開発機関 で ある とともに 教育機 関 で もあ る

宇宙科学研究所 の 独 自件 の あ るプ ロ グ ラム として さら

に 発展し．今後も継続 され て い くこ とを願う．
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